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火災に強い地域をつくる 

１７ 可搬ポンプを利用した消火活動に必要な時間を知る 

 

これまでの実験より得られたことを以下にまとめる。 

 

■消火活動に必要な所要時間の把握 

可搬ポンプを利用した消火活動を行う際の必要な所要時間を把握した。それにより、放水までの総所要時間

はホースの延長時間に支配されることがわかった。また実験結果より、使用するホースの本数等を変更した場

合等の条件を変更した際の放水までの総所要時間の概算式を提示し、可搬ポンプ両機による消防活動の際の

総所要時間の概算を可能とした。 

 

総所要時間はこれら係数を用いて算出する各操作の所要時間の合計による。即ち、 

 

     T = a × L + B + MAX{𝐶 + 𝐷, 𝑓 × ｌ} + 𝑔 + 𝑛 

（T：総所要時間 L：可搬ポンプの格納庫から水利までの距離 ｌ：水利から放水点までの距離 𝑛：ホース接続本数） 

 

ここで、ホース延長時間Eについて、ホース延長は２人が同時に行うものとすると、一本あたり１人が担当する為、

ホース延長時間は、次式によって導かれる。 

      E = {
𝑒 × 𝑛 ÷ 2

𝑒 × (𝑛 + 1) ÷ 2
 

（E：ホース延長時間 𝑒：ホース接続数） 

 

上式の係数は表１を参照する。 

 

表１ 実験から得られた各操作の所要時間の係数 

 

 

 

 

 

 

但し、ここで示した概算式は、実験と同様の役割分担及び操作手順で行った場合の所要時間を導くものとする。 

 

 

 

 

地域住民 a=0.7 B=14.8 C=18.9 D=17.9 e=42.0 f=0.3 g=5.4

若者 a=0.7 B=16.0 C=27.5 D=15.3 e=30.3 f=0.2 g=5.6

ホース１本
当たりの
送水時間
g　(s/本)

1m当たり
の
伝令

移動時間
f　(s/m)

１ｍ当たり
の運搬時

間
a　(s/m)

設置時間
B　(sec)

吸管
接続時間
C　(sec)

ポンプ操作
時間

D　（sec）

ホース1本
当たりの
延長時間
e　(s/本)



171 

■習熟に必要な訓練回数 

学生及び地域住民共に計測４回目の所要時間の減少率が低下していることから可搬ポンプの操法の習熟の

ための訓練は、最低３回、行う必要があると考えられる。 

 

表２ 総所要時間と減少率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

■可搬ポンプを使った消火活動における年齢の影響 

本実験の対象である学生と地域住民の平均年齢の差は約 43 歳であったが、総所要時間の差は計測４回目

で最大８秒であった(チーム１とチーム５の差)。しかし、各操作の所要時間において、⑤ホースの延長では年齢

による影響が見られており、４回目の実験で比較を行うと、学生と地域住民で平均９秒の差がある。使用するホ

ースの数が増加するとこの差が大きくなることから、可搬ポンプの配置計画を考えるにあたって使用者の年齢が

高くなると予想される場合はこの点を考慮しなければならない。 

 

■Ｄ級とＢ級の比較に関して 

本実験では、自衛消防活動に使われることの多いＤ級と消防団が使うことの多いＢ級の２種類の可搬ポンプ

を使用した。Ｄ級とＢ級の違いとして機器の性能以外に重量とポンプの操作方法があるが、重量の影響によって

設置時間がＢ級の方が大きくなる傾向があるが、習熟による設置位置等の見直し等によって差異が小さくなるこ

とがわかった。また、ポンプの操作方法が容易であるＢ級はポンプ操作時間がＤ級より少ない傾向があったが、

習熟によってＤ級でも同程度の所要時間になることがわかった。 
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